
１）楽天の商品データを自動インポートで登録

２）インポート履歴を確認

楽天の商品データを自動でitem Robotに入れる方法を

下記の流れでご案内いたします。



１）楽天の商品データを自動インポートで登録

２）インポート履歴を確認

自動インポートで楽天の商品データを登録しましょう！



item Robotメニューの 商品情報＞CSVインポート に移動して

まずは[インポートの設定]を行います。

１）楽天の商品データを自動インポートで登録



次ページから、オススメの設定や要確認ポイントをご案内します。

[インポートの設定]ボタンをクリックすると、設定画面が出てきます。

１）楽天の商品データを自動インポートで登録



また、オプション情報（項目選択肢）の取り込み設定は、

基本的には「メインデータとしてインポート」がオススメです。

■「インポートの設定」のオススメ

商品数が多い場合は「販売中商品（倉庫以外）」がオススメです。

１）楽天の商品データを自動インポートで登録

※運用によっては変更した方が良い場合もあります。



既にRMS側で選択肢のデータ（SKUで異なる「価格」や

商品属性「カラー」や「サイズ」など）を登録・更新している場合は、

「選択肢のメインデータとしてインポートする」を必ず選択してください。

１）楽天の商品データを自動インポートで登録

■【重要】「インポート設定」で必ずご確認ください

これを選択していないと、item RobotからRMSにアップロードするときに、

RMSのSKU側の設定が消えてしまいます。



[インポートの設定]を行った後に

[楽天商品マスター自動インポート]をクリックすると、

インポートが始まります。

１）楽天の商品データを自動インポートで登録



その他の項目については、下記マニュアルをご覧ください。

https://www.hunglead.com/item-robot-manual/04/import_setting.html

１）楽天の商品データを自動インポートで登録

また、楽天商品マスター自動インポートと

楽天CSVのメインデータインポートについての

動画マニュアルもありますので、こちらもご覧ください。

https://www.hunglead.com/item-robot-manual/movs/maindataimport_sku.html

https://www.hunglead.com/item-robot-manual/04/import_setting.html
https://www.hunglead.com/item-robot-manual/movs/maindataimport_sku.html


１）楽天の商品データを自動インポートで登録

２）インポート履歴を確認

自動インポートで楽天の商品データを登録しましょう！



※履歴管理＞インポートからでも [インポート履歴]に移動できます。

２）インポート履歴を確認

商品情報＞CSVインポート [インポート履歴]をクリックし、

インポートの状況を確認します。



状態が「終了」になっていれば、インポート完了です。
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